都市計画変更の理由書


１．案件名
　森都市計画用途地域の変更


２．都市計画決定経過
本町における用途地域等の指定について、昭和５２年に３４７．６ｈａが当初決定され、その後、平成６年の新用途地域移行に伴う変更、平成１０年、平成１７年及び、平成２６年の拡大変更等を経て、現在４３８．６ｈａの指定となっている。


３．都市計画変更理由
森港において、物流機能の強化と港湾利用の高度化を図るため、森港長期構想に基づき、公有水面埋立事業による整備が進められている。
西港地区の公有水面埋立により拡張整備を行ったところであり、令和8年1月の陸域告示により新たに陸域となった。この新たに生じた陸域については、港湾機能と周辺街地との調和を図るため、臨港地区、用途地域を指定するとともに、都市計画公共下水道の排水区域についても併せて拡大変更を行うものである。
本変更については、西港地区の岸壁整備(公有水面埋立事業)の完了より、区域(臨港地域(漁港区))を0.0ha（508.2㎡）拡大する。


４．都市計画変更の内容
公有水面埋立事業の竣工した西港地区０．０ｈａ（508.2㎡）を準工業地域に指定する。




